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福島県ではロボットテストフィールドの

運用が始まり、ロボット産業の集積が期待

されています。軽量部材として活用が期待

されるアルミ鋳造品の強度評価を AI 技術

により効率化することで、ロボット産業へ

の参入支援につなげることを目標としてい

ます。 

 

 
AI 技術による強度予測精度について検証

するために、学習用データとして、日常的

に管理している製造データや金属材料組織

データを集積してデータベースを作成しま

した。作成したデータベースを用いてニュ

ーラルネットワーク解析ソフト「Predict」

により強度の予測を行いました。 

 

 

製造データのみでも、データの前処理を

行うことで高い精度で強度の予測が可能で

あることが分かりました。また、金属材料

組織データを用いることでさらに高い精度

で強度予測が可能となりました。この技術

を活用することで、試作や開発を行う際の

コスト低減や製品の付加価値向上が期待で

きます。また、本研究で用いた AI 技術は

アルミ鋳造品に限らず様々な製品に活用で

きる汎用的な技術となります。 
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